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▶本号の特集は「肝胆膵の画像診断　基本とアップデート」です。肝
癌・胆道癌・膵癌についての病理 2 論文を含む 12 論文が掲載されてい
ます。南口論文は Li—RADSと薬物療法時代における肝細胞癌の画像
診断の役割を解説しています。佐藤論文では非肝細胞性悪性腫瘍，藤
田論文では肝の良性腫瘍と腫瘍類似病変における特徴的画像所見が示
され，鑑別診断のポイントに言及しています。福澤論文では早期膵癌にお
ける「腫瘤を探す」読影から「腫瘤を形成する前の病変を検出する」読
影への意識転換の必要性が述べられ，膵管・膵実質の形態的変化など
の間接所見を手がかりとする方法が解説されています。野田論文では急
性膵炎とIPMN の基本事項が整理され，最新のガイドラインが概説されて
います。小森論文では今後遭遇する機会が増えると予想される免疫チェッ
クポイント阻害薬投与に伴う免疫関連有害事象の画像所見を紹介し，そ
の鑑別診断・pitfall が示されています。これら12 論文は，肝胆膵画像
診断の土台を強固なものとし，知識を最新とするのに大いに役立つと信じ
ます。
▶総説は整形外科領域からの2論文です。中田論文では肩関節の解剖
が機能的・画像診断学的に整理され，病態を立体的に理解できるように
解説されています。天野論文では腱板断裂と外傷性肩関節脱臼につい
て術前術後の画像所見がわかりやすく学べます。
▶診療では，山本論文においてアミロイド PET における定量指標の検討
がされています。症例は多岐にわたる領域から教育的な 8 論文が寄稿さ
れています。いずれも日常臨床に役立つ力作です。
▶清 し々い新緑の季節となりました。山や森などが緑色に染まり，森の中
は木々から発散されるフィトンチッドが満ちています。散策などで心身をリフ
レッシュできる良い機会と思われます。
� 後閑武彦
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